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1.言 語学は現代の外国語教育に対 し二つの重要な課題を与えている。一つは

言語は音声からなるものであ り,し たが って外国語の学習は新 しい発音習・贋を

体得す ることにあるとい5こ と,第 二はそれぞれの言語は互いに異 った構造を

もち,こ のため外国語の学習者は先に備わ った母国語の構造の影響を受け'るこ

とにな るので,特 定の外瞬語の教育はそれに加わる学習者の母国語 ごとに異な

るべぎものであるとい うことである。本稿はこのような言語学の示唆を念頭に

置 ぎながら,外 国語教育の基盤である"発 音教授"に ついてその要点をとらえ

ようとしたものである。

まず,あ る母国語の成人話者が外国語の発音を学習する易合,先 に備わった

母国語 の発音習慣 との関連が問題である。母国語の音声習慣は幼い時期に完成

され,以 後絶えざる行使により補強され自動的 ・無意識的に近い習慣 となって

いるので,外 国語の発音学習の際にもその聴取 。生産にこの習慣が転移 しやす

いからである。例えば,日 本語話者は ノrlと ノ1,'とを区別する習慣を形成し
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てないので ・イタ リア語 のrusso〔 ロシア人(語)〕 と1usso〔 奢/多〕 との識別

が 困難 であ る。い ま一 つの問題は,外 国諮 の学習は原埋的 には母 国語 の学習 の

場 合 と異な らないが・す なわ ち`trialanderror'方 式 で インフ ォーマソ ト
(1)

の発 話 を再 生出来 るよ うにな るまで学習す る ことで あるが,量 的 には母 国語 の

場 合の よ うな多 くの努 力を要 しない とい う二とであ る。現在bilingua】ismの

研 究 はそれ が二つ の言語 の完全 な共存 であ るより,overlappingの た め二 つの
(2)

構 造 よ り小 さく一つ の構造 より大 きい存在 である可 能性 を示 唆 している。 これ

が証 明 されればbilingualism形 成 のため の外国語 の学習 は,母 国語を学 習

した方 法を さらにいま一度 たどるので はな く,母 国語 の学 習において経験 した

部 分 とovcrlapす る 部分 を省略 しまだ経験 しない部分 のみを学 習す矛i.ばよい

とい うことになる。 母 国語 と外 国語 の音体系 の比較 はoverlapす る部分を示

して くれ,し たが.)てoverlapし な い部分,す なわち学 習上 の困難 を予測ナ

る部分を も教 えて くれ る。また,こ のよ うな比較 に より予測 され る困難点の、原

囚 も明 らか にされ ・原 囚が 明らか にされれ ば困難 点をdrillす る方針が決め ら

れ る。今 日この ような研究 は応 用言語学(ApPhedLinguisticsM)重 要 な一分

野をな しているっ

以下発音 教授 の立場か ら困難点 の予 測方 法を考察 し,さ らにdrillへ の 応用

を も検討 しなが ら効 果的な外国語 の発音教授 を理 論づけてみたい。

2.1。 外 国語 の発音学習 におけ る母 国語 の発音 習憤 の影響を予 じ圏)診断す るに

は,1!標 の 外国語 と母 国語 との二つ の言'語の音素体 系(1〕honemiCSystem)を

比 較 す ることが必須 である、 それ は,母 国語には起 らないが,目 標の外国語に

起 る音 素を発見す ることが出来 るか らで,し か もこの よ うな音素は学 習者に と

っての新 しい負担で あ り,教 師 に とって も指導上の重点 となるか らであ る。

音素 体系 のかか る比較 は,同 一 基準で作 られた二つ の言語の音素表(phone-

micchart)の 比 較 に よ り容 易に得 られ る。 しか し間題 はそれ だけではない・

(1)Cf・B・BlockandG・L・Trager:OutlineofLinguisticAnalysi5(1942),p,8,

(2)E・Haugen=Languagecontact〔ActesduHuiti色meCongrさsIntemationaldes

LinKuistes,Os且G,1958・p・772〕
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(3)

い くつか例を挙げてみ よ う。

音素表 の比較に よ り,英 語,ス ペイン語 の両言語 には!m!が 存 在す る こと

が分 るが,こ れ だけで英語 を学 ぶ スペイン語 話者が英語の 〔m〕 を完全に発音

で きることにはならないo確 かに,語 頭 においてはそ うで あるが,語 末ではつ

ぎのよ うに 〔n〕 のごと く発音 され るG

Didyouseethehem.>Didyouseethehen.

Didyouseethebum.>Dldyouseethebun,

これ は スペイン語 では語末の 〔m〕 が存在 しな いためで ある。す なわ ち英語 と

(4)

はつ ぎの よ うな関係に あるこ とか ら来 る混 同であ る。

英.言 昔 スペイ ン言吾

〔n一〕 〔一n〕 〔n一〕 〔一n〕

〔m一〕 〔一m〕 〔m一一〕 〔一 〕

つぎに母国藷におけるあ る音素のsubmembers(allophones)が 外 国語では

互いに異 なる独立 した音素であ る場合に も学習上 の混乱が生ず る。 日本語 話者

が英語の 〔f一〕 を 〔h一〕で代用す る理 由はつ ぎに示す よ うな関係か ら理解 され

る。

英 語 日 木 語

〔h一〕 〔{一〕 〔h一〕(〔a〕 の前で)～ 〔f一〕

〔haiv〕 〔faiv〕

(雇 泥)(加 θ)

また,外 国語 のある音 素のsubmembersの うちで,母 国語 にない ものは別

に学ばねばな らない。 中国語を学ぶ英語話者 は・巾国語 のhighvowelsの う

(5)
ち で 母国語にない部分を新たに学ぶ必要が ある。

〔3)YaoShen:PhonemicChartsAlonearenotEnQugh〔LanguageLeaming,

VoLV(1955),No.3&4ppp、L22～129.〕

(4)詳 し く はE1・ 一m,一n,一g/→ 呂〆一n/の ご と き 関 係 に あ るo(Cf・E・Haugen:op・

cit.,p.781)

〔5)Cf.英 語!〔i〕/≠/〔u〕/=中 国 語/〔i～u～"～ ろ ～ 写 〕/
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この ように音体系 の構造的対立 は,音 素 間のみでな く,さ らに下位 の段階 ・

すなわち,二 つの言語 のallophonesの 問 に も,ま た一…方の言語のallophone3

と他 方 の言語 の音素 との間に も発見 され る。そ こで タニつ の言語 の音体系 の接

触(contact)を 厳 密に表示す るためには,音 素間の差異関係は一言語内で あっ

て も,二 つの言語にわた っていて も・音声学的段階(phoneticlevel)の 問 題

で あることを見逃す ことは で き な い。比較の ために用 い る音素 の 記 述 は,

allophonesの す べ て と,音 声学的な特徴 との記述 を含 んで いる ものでな くて

(6)

は 役 に立たな㌧・とし・う乙とヵ～できるG

2.2,教 え るべ ぎ外 国語 と母 国語 との比較 を外 国語教育 の準備段階 におけ る巾

'〔>としたR.Lado亭 ま,発 音教授 の分野で も,カ}カ}る 該i、点力・ら音体系 の抱括白勺

(7)

な比較に示唆に富む方法 を示 して いる。彼 によれば.昏 音素 の比較 は次の三っ

の基準に よ り検討 される。

i)母 国語 に音声的 に類似 した音素が あるか。

ii)そ の よ ラな音 素のvariants(=allophones)は 二 つの言語におい て類

似 しているか。

iii)そ の よ5な 音素 とそのvariantsの 分 布は類似 してい るか。

i)に 関 しては同一一基 準で作成 された二つ の言語 の音素表が あれば足 りる。か

かる音素が存在 する場 合,学 習は容 易であ り,さ もな くば学習 の困難が予測 さ

れる。ii)は,i)で 類 似 の音 素が 発見 され た易合で も,こ れ らがそれぞれ類似

のa110phone5を 持 ってい るか ど うかを調べ る必要性を指摘 した もので あるo

例 えばi)に よ り,英 語の1dノ は スペ イ ン語(母 国語 と しての)に も存在す

ること力斗わカ・るひ し・カ・しii)の 手11頂に よ り身スペイ ン語には 〔d〕(Ex・ ～dos・に

⑥Gf.RQbertLPolitzer;PhDnetic5,phonemiosandpronunciatiDn:Theory〔Mono.

graphSeriesonLanguage&LinguisticsNo,6(1954),p,24)

"Thephonemicdescriptiontobeusedforteachingpurpose5thereforeincludes

acompletea且10phonicdescτiptionandals(〕aphoneticcharacterization・"

(7)R.LadQ:LinguisticsacrossCuiヒures,(1957),¢h・2・

C£ ヱ田明㌻訳昆;文 化と言語学(大 修館英語数育シリーズNo.18)
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おけ為閉鎖音)の 他に,〔a〕(Ex・`1adoPに お ける摩擦 音)な るallophoneが

存 在 するが,英 語には 〔d〕Lか 存在 しない ことが発見 され る。 しか も英語 にお

いては,〔d〕,〔a〕 はそれ ぞれ 二つの異な る音素に属 してい る。 したが ってスペ

イン語話者に英語の1d!を 教 え るに当 っては,母 音聞 の英語 の 〔d〕を 〔d〕のよ

うに(Ex・Iadder>Iather,reading>wreathing)発 音 しない よ う訓練す る

ことが必要であ る。 ここで同 じ例を見方 を変 えると,英 語 に存在す る10、1は,

スペ イン語にはないが,ス ペイ ソ語の別 の音素/d/のallophone〔d〕 が これ

に類似す ると.見ることが出来 ・ したが ってスペ イン語話者 は英語 の 〔δ〕の学習

に全面的な困難 を感 じない ことが理解 され る。最後 に身iii)は 少 こ池、までに類

似の音素が存在 し,そ のallophonesも 類 似 した場合,allophonesの 起 る値置

が互 いに平 行 しない と新 しい間題が起 ることを告げてい る。例 えぽ,フ ランス

語 の 彦,一一は英語 に も存在 し,そ のallophonesも 類 似す るが3フ ランス語で

は 拷1が 語 頭に起 るのに反 し,英 語では起 らな い。 したが ってフランス語 を

学 習する英 語話者が,フ ランス語の語頭の 諺1の 発音を 困難 に感ず る理 由が

理 解 され る。 これは音結合につい て も同様 であ る。例 えば英語の 、一一sp!は スペ

イン語 に も存在、す るが,ス ペイ ン語では語頭 には起 らない。 スペ イン語 話者 が

しば しば英語の`spend'を 母 国語 の習慣 を転移 して`espend'の よ うに発音

す ることがあ るのは このためで あ る。

以上 が.Ladoの 音 体系比較 の手順 の概 要であ るが・ この手順はstressや

pitchな ど音体系 のすぺ ての範 囲に適 用 されて いる。

2.3.そ れ では二言語間の音体系の関係 な類型化す ることは出来 な い だ ろ う

か。 この点に関 しPrincepton大 学 のWilliamG,Moultonは,ド ィ ッ語 を学

習す るア メ リカ人学 生の発音の誤 りを,英 語 と ドイツ語 との青体系 の比校に よ

り,す なオっち応 用言譜学肖勺立場か ら理論づけ よ うと して,そ の結果二つ の言語
〔S〉

の音体系の接触様相にい くつかの型が発見されたことを指摘 している。ここで

(8)Wi1置iamG、MoultonlTowardaClassiGcationGfPronunciationErrors〔The

ModemLanguageJouma1,VoLXLVI(1962),No、3〕 な お 同 様 な 研 究 と し て は 既 に

YaoShen=SomeAllophonescanbeImportant〔LanguageLearning,VoLIX
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彼 の 分 類 す る こ れ ら の 型 を 概 観 し て み る 。 彼 は 大 ぎ く(1)phonetlcな 対 立

を な す もの,(il)phonemicな 対 立 を な す も の7(皿)allophonicな 対 立 を

な す4)の,(W)distributiona1な 対 立 を な す も の な ど に 分 け て い る 。 な お,以

下A=A〆 と あ る 場 合,左 側 が 母 国 語 の ・右 側 が 外 国 語 の 音 素 を そ れ ぞ れ 示 すo

〔1〕phoneticな 対 立 を な す も の

(1)A:A'

母 国 語 の・1「?素Aの.単 一 ¢)allophoneが こ 才1.に対 応 す る 外 国 語 の 音 素A1の

jl/一 のallophoneと 音 声 自勺に 異 な る 。

Ex・ ア.メ リカ 英 語/1!:ド ィ ッ 語11!(llfeeJ
,'vieJ)II

2つ の 〆11は 分 布 が 同 じ だ が,ア メ リ カ英 語 の11!は あ る 話 者 に お い て は 常

にvelarized("dark/1/'")で あ る の に 反 し ア ドイ ツ 語 の!1!は 常 にnon-

velarized("clearl1!")で あ る ・ こ の 種 の 関 係 が 原 囚 で 生 ず るpholletice皿or

に は 英 語fee11ド イ ツ 語vie1の よ うなdril1が 有 効 で あ る 。

〔π 〕phonemicな 対 立 を な す も の

(2a)0:A

母 国 語 で 起 ら な い 音 素 が 外 国 語 で は 起 る 。

Lx・ ア メ リ カ英 語0:ド イ ツ語/x/(( … ,'Na納t))

1x、一一は 普 通1klで 代 用 さ れ る の で2ド イ ツ 語 に お け るnackt/Nachtの よ

うなdri11が 必 要 で あ る 。

12blIA=O

l2al:の 逆 の 場 合

Ex・ ア メ リ カ 英 語!e1=ド ィ ッ責吾OI〔1オhin/ 一_))

(3a)A～B:A≠B

母 国 語 で はphone〔A〕 〔B〕 が1つ の 音 素 のalbphonesを な す の に 反 し,

外 国 語 で は2つ の 音 素 を な す 。

(1959),No.1&2〕 が あ り,8っ の 型 が 示 され て い る がMou正tonの 分 類 と重 複 す る

部 分 が 多 い5え,対 象 と され た 範 囲 が限 られ て い る ので,こ こ ではMoultonの もの

を 参 照 した ¢
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Ex ・ア メ リカ 英 語19
,1:ド イ ツ 語 〆酬 ≠/9!((fish/Tis`h,dioぬ))

ア メ リカ 英 語/導!は,deeptonguegrooveとroundedlipsと い う2つ

特 徴 で は ドイ ツ 語 蕾/に 対 応 す る が ・ ドイ ツ 語/g/の あ るallophoneの よ う

にshallowtonguegrooveとnoIiproundingで も 発 せ ら れ5る の で,こ の

場 含 ドイ ツ 謡 の 学 習 に はWisch/wichの よ うなdril1の 必 要 が 起 る 。

13b)A≠B=A～B

〔3の の 逆 の 場 合

Ex ・ア メ リカ 英 語
,'d!≠1δ,':ス ペ イ ソ 語1〔1〆 〔d～ δ〕

1(4are,`here!ゴena4a)1)

(4a)AB=C

母 国 語 の/AB1が 外 国 語 の1C、1と 同 様 な 分 布 を な す 限 りは 教 育.ヒ の 問 題 は

起 ら な い が,分 布 が 異 な る と 問 題 を 生 ず る 。

… アメリ峡 語lhj一礪 鶴 鎚 窪)・ドイツ融!(響 詠蘇 搬 杢遥ゑ〉

〔(加e、/i㈲)

こ の 易 合,分 布 上 の 差 異 のdril1を 英 語hue〆 ド イ ツ 語ichの よ うに し て 行

う こ と カ㍉必 要 で あ る っ

(4b〉AIBC

r4の の 逆 の 場 合

E～一英 語!6
,1=ド イ ツ 語1t言1((mu漉/deuオs`h)〉

こ の 場 合 教 援 上 の 問 題 は 起 ら な い 。(Cf.英 語/乙1を1tslの よ5にcluster

,と し て 分 析 す る 学 者 も あ る 。)

〔5)AlB'

母 国 語 に2つ の 音 素IA、 好B,'が あ り,外 国 語 で そ れ ら に 構 造 的 に 類 似 し,

音 声 的 に 異 な る2つ の 音 素1A'、'ノB'!が あ る 。 母 国 語 の/A/と 外 国 語 の1B'/

と の 間 に 充 分 な 音 声 的 類 似 が あ る と き,1B'!の 代 りに1'A!が 代 用 さ れ る 。

Ex・ ア メ リ カ英 諮11
一'(vdarized野 な お ア メ リヵ英 語 、'r、'はnon・一syllablcvowe1)

ドイ1マ 言吾1r1(velar-uvularfricative,な お ドイ ッ語 〆1〆ばnon-velarized)

1(wilt,lwiπ1))
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この場合,ま ず アメ リカ英語wilt/ド イ ツ語wirdの よNニ アメ リカ英語

,!11と ドイ ツ語 、lrlと の対立 をdrillし て か ら,さ らに ドィ ツ語 におけ る!1/

と/r/の 区 別をwild!wirdの よ うな例 でdril1す る必要があ る。

〔皿〕a1Eophonicな 対 立をなす もの

(6a〉A～A'lA

母 国語 の音素が対 応す る外 国語 の音 素には起 らないa110phoneを も もっ。

L瑛 語 頑 齢 騰 淫鷲 惣脱 島網1ド ィツ訟 眼cl`y!b蜘

こ の 場 合,英 謡聾と ド イ ツ 語 の,lt〆 の 宝寸立'すTる 部 分 をcity∫bitteの よ うな1列

でdrillす る こ と が 必 要 で あ る ・

(6b)AIA～A〆

16a)の 逆 の 場 合

伽・英語!」ノ・ドィツ語!j嘲 鷲a嘱 勢
、騨締 募 翻 唾1抑

〔7a〕A～A':A"

母 国語 の音 素のallophonesが 対 応す る外国語の音素のallopbonesと 全 く

異な る。なお母国語の音素には2つ のallophonesが あ り,そ の1つ は残 りの

1っ より外国語・のallophonesと の 差が大 きい。

・瑛 語!・腫 離 駁 ,野講 鴇観 艶 轟 議イ灘謎覧ll〉
ドイ ツ 語 、/e:/((bα ∫t〆B8疏1)

こ の 場 合bait!Beetの よ うな 例 で 対 立 す るallophonesのdriUが 必 要 で

あ る 。

(7blA:A'～A"

17a)の 逆 の 場 合

Ex・ ア メ リ カ 英 語/r/(常 にuon・syl【abicmidcentra且vowd)

ドィツ語1・!(島禰 滞,縮'号 朧 艦 膿n,艦 舘 よb、、k)

((7eef!7ief,eaγ!ih孤Tie7e-lTieη)

〔W〕distributionalな 対 立 を な す も の

(8a)0=A一
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厚 国語,外 国語 のいづれに も互 いに対応す る1A1が あ が,外 国語では語頭

に一起 るのに反 し,母 国語では語頭 には起 らなし・。

(9)
【斗x・…英i訂垂0:タ ガ ロ グ 語 〆U-1((一ng

、lng一))

こ の 場 合,タ ガ ・ グ語 の 、勺一1一 と甚 語 話 者 が 代 用 しが ち な タ ガ ・ グ 語 の 他 の

†午素 と の 粛f立 宕fdriI1』 ず る ゴ必 要 が 起 るc

〔8b)一A=O

(8alの 逆 の 易 合 だ が,IA-1の 代 りに 、一1-Al

Ex・ 英 語 の 語 末 の!bdgvz1=ド ィ ッ 計÷0(1〔 一ひ
,一`1,一8一 君,一 ε1一 ¶)II

(9a)0=AB

双 方 の 言 語 に1A!/B!が 起 る が,外 国 語 に の み!AB、 一一が 起 る 。

】蚊・英 言吾1k
,v1:ド ィ ッ語 、'kv〆 〔Il(1麗eer!(1ε4er)II

こ の 場 合 英 語 の,一一kw/が 代 用 さ れ な い よ うに,英 語/kw、 一一=ド イ ツ 語1kv,一

(Lx・queer、 噴uer)のdri11が 必 要 で あ る 。

(9b〕AB:0

(9a::1の 逆 の 場 合

Ex・ 英 語
、'gb〆:ド ィ ッ 語0((rugゐy1_.))

、'dz1

-!9Zl

(10a)〇 二AB一

双 方 の 言 語 に,一IA4,B1,!AB、'が 起 る が,、IAB〆 は 外 国 語 で は 語 頭 に 起 る の

に 反 し,母 国 語 で は 語 頭 に は 起 ら な い 。

Ex ・英 語0:ド イ ツ 語!ts-1(llεoo12u))

こ の 場 合,英 語 のlz-1が 代 用 さ れ が ち な の で,こ れ と ド イ ツ 語 、一ドts一、1との

対 立 をdrillす る 必 要 が 起 る 。

(10b)AB一=0

(10a)の 逆 の 場 合

(9)英 語 と ドイツ 語 の 間 に,こ の よ うな 関 係 を 示 す 型 が.見当 らな いの で,タ ガ ログ語 が

例 に され て い るo
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Ex・ 英 語!sp一 ノ;ド イ ツ 語0〔1釦 りy
,甜y,S彦y!一F)〉

lst-1

、〆sk一〆

以 上 の 分 類 は 発 音 の 誤 りを 生 ず る 構 造 上 の 原 因 を 示 す の み で な く ・ 矯 正 の た

め のdrillの 様 式 な も示 唆 し て い る 。 後 者 の 観 点 か ら上 の 分 類 を 眺 め る と,つ

ぎ の よ う な6つ の グ ル ー ブ に 分 れ る 。

〔1〕drillの 必 要 が な い 場 合

(2b)Alorhin1…

(8b)一A=0一 西7_4,_g,_∂,_ε1一 ㌧_

(9b)AB;Orugゐy〆_9

(10b)AB一=Osρy,5醇,sたy,1㌧.一

〔2〕driIIの 必 要 が あ る(ま た は な い)場 合

(4a)AB;C加e、 一lio々

(4b)A:BCmu醜1deu's飾

(6blA二A～A'yeS厚a

〔3〕 母 国 語:外 国 語 のdrmが 必 要 な 場 合

(1)A:A'fee'!vieJ

(6alA～A'二Aci'yl一 「b碗e

l7a)A～A㌧A「'b4∫t/B召2t

〔4〕 母 国 語;外 国 語,外 国 語1外 国 語 の い づ れ か のdri11が 必 要 な 場 合

(2a〕0:Anao々t!Na`ht

(8a)O:A一一 πgノ タ ガ ロ グ語 π翫

(9a)0:AB翼eer1斜er

(10a)0:AB一 言OO帥u

〔4a)AB:C彪uelioh

(4b〉A:BCmu醜1一 一deu渉s6h

(3a)A～B:A≠B丘3hITi5碗,dl魏
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〔5〕 母 国 語1外 国 語,外 国 語1外 国 語 の い づ れ も のdrmが 必 要 な 場 合

(5)AIBFwiJt!wi7d,wi'd、'wi7d

〔6〕 外 国 語=外 国 語 のdrinが 必 要 な も の

13b)A≠B:A～B`1are,ガhere、1-4eIla4a

l6b)A:A～A'フ ラ ン ス語 〔t〕 、〆英 語 〔t～th〕

Il7b)A=A!～A"7eef伊ief,eaγ 、qhろTie7e、'Tie7

2,4.外 国 語 の 学 習 に は そ の 意 義 を 区 別 す る 音 を 満 足 に 発 音 す る こ と が 絶 対 条

件であ るが,そ の音連結(sound・sequenee)を 正 確に発音す ること も劣 らず重

要 である。発話 はば らぼ ら"こ区切 られた膏 からではな くフ音 の流れか らな る も

の であるか らで ある。YaoShenは 音 連結 の習慣 の違 い も発音学習上 の問題を

生ず るこ とを指摘 して,互 いに異 な る言語 間の音連結におけ る接触上 の9っ の
(70}

型 を 示 し て い るg

彼 女 は 具 体 的 な 音 連 結 をsequence(賦,1ドsp一!),音 素 の 配 列 形 式 をarrange・

ment(翫 ℃V',`CVC')と 呼 び,こ の 関 係 をallophone対phonemeの 関

係 に 対 応 さ せ て い る 。 す な わ ちphonemeが`aclassofallophones"で あ る

よ うにarrangementは`aclassofsequences,で あ るo現 実 の 発 話 に は あ

るphonemeの 特 定 のallophoneが 起 る が,さ ら に あ るarrangementの 特

定 のsequenCeが 起 る と い え る 。 し た が っ て 学 習 者 は 各 々 のarrangementに

お い て 特 定 のsequenceと 特 定 のallophoneを 生 産 す る こ と を 学 ば ね ば な ら

な い 。

arrangementsとsequencesは 言 語 ご と に 異 な り,一 定 の わ く が 存 在 す る 。

した が っ て こ れ ら を 異 な る 言 語 間 で 比 較 す る に は,彼 女 が 指 摘 ず る よ うに ま ず

つ ぎ の4つ の 項 目 に つ い て の 検 討 が 必 要 で あ る 。 す な わ ちli)arrangement

(Ex・`VCC'),(ii)phonemes(Eπ ・ず一一e,s,P、1),(iii)sequence(i`x・!espl),

(iv)position(Fx・ 、lesp-1)に わ た っ て 二 言 語 間 に 一 致 が 認y)ら れ る 易 合 は

O①YaoShen:Sound.An7angementsandSound、Sequences〔LanguageLearnlng,

VoLX耳(1961),No,1&2、pp、17-32〕

Cf・YaoShen:Englishphonetics(1962)pp・127-140・
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sequenceに も 類 似 す る対 応 が 考 え ら れ,学 習 上 の 困 難 は 予 想 さ れ ず,も し二

言 語 間 に こ の よ5な 一 致 が 存 在 し な い 場 合 は,学 習 上 の 困 難 が 予 測 さ れ る 。

以 下79っ の 型 を た ど っ て み る 。 な お`C'は 子 音 を,㌧'は 母 音 が 起 る位

置 を ・ 墜'は こ れ が 付 さ れ た 項 目が 現 実 に 起 ら な い こ と を 示 す 。 外 国 語 と して

は 英 語,母 国 語 と し て は 中 国 語,日 本 語,タ ガ ・ グ 語,タ イ 語 が 選 ば れ て い

る 。 英 語 か ら 選1ま れ た 子 音 音 素 は1p,t,f,0,s,1,rんsound.arrangements

は`CC一',℃CC一',子 音 のsequencesl‡1tr一!,1且一 、',!Or一!,〆sp一,',,'sf一!,

、一一spr一,一一で あ るc

§TypeO.CC一 、'YZ一 ノ

CC・一一1YZr'

CC一 〆YZ一 、一一

CC一,一YZ-1は(A)(B)(CIIの い づ れ に も起 る の で,IIB)llC)話 者 のIA)に お

け るCC一,一YZ一!の 学 習 に は 困 難 は 生 じ な い 。

1民 英 語(A)CC一
、一ltr-1

タ ガ ロ グ 語11B)CC_!tr_/

タ イ 語(C)CC一 一一一tr-/・

(タ ガ ・ グ 語 ま た は タ イ 語 話 者 に と.っ て の 英 語 の!tr-1)

TypeOは 外 国 語 と母 国 語 と の 型 が 一 致 し て い る 場 合 で,教 授 上 の 困 難 は 発

見 さ れ な い 。

§Type1.CC一 ノYZ-/

CC-!-YZ一/

℃C一'と 、lyZ、'はIIA)IB〕 と も に 起 る が,(A)に は!YZ一/が,IIB)に は/-YZ-/

が 起 る 。(B)話 者 は!YZ-1を/一YZ一,1で 代 用 す る 。

取 ・ 英 語(A)CC一
,lsp-/

タ ガ ロ グ 語llB)CCrLsp一!

(タ ガPグ 語 話 者 に と っ て の 英 語 の 、llsp-1)

英 語 お よ び タ ガ ロ グ語 に は 同 様 に 、lsp!が 起 る が,そ の 起 る 位 置 が そ れ ぞ れ

異 ブよる の で,英 語 を 学 習 す る タ ガ ロ グ 語 話 者Fこ 能ま英 語 の1sp一/(Ex・spear)を

1-sp-!(Ex・一spear)の よ うに 発 音 しな い よ う指 導 す る 必 要 が あ る 。
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§Type2. a1.(A)

〔B)

a2.(A)

(B)

b,〔A)

(B〕

CC一 、lYZ!

CC一 一一F*YZ一!

CC-lYZ一!

CC-1Y-Z-ll「

CCC-lXYZ-l

CCC-1X-YZl

a2.の 場 合 を 例 に 述 べ る と,℃C一'お よ び1Y,Z,一 一は(AIIIIB)い づ れ に も 起 る・

が,〔A)で は!YZ一!,IB)で は 、IY-Z-1が 起 る 。(B)話 者 は1YZ1を,一Y-Z-1で

代 用 す る 。

皿x・a1 ,英 語(A〉CC一/f1-!

タ イ 語(BlCC-1軽1-1

(タ イ 語 話 者 に と っ て の 英 語 の1f1一 、1)

a2.英 語(A)CC一/sp一/,/sf一!

タ イ 言吾(B)CC一 一's-P-/,,ls-f-1

(タ イ 語 話 者 に と って の 英 語 の1sp-!,,1・sf一 、1一)

b.英 語 〔A)CCC一/spr一 、1

タ イ 語IB)CCC-!s-pr-1

(タ イ 語 話 者 に と っ て の 英 語 の/spr-/

a2.の 場 合 は,語 頭 の1s,llは ヲ英 語 で は1Pll,/f、1に 従 わ れ て 起 る が7タ

ィ 語 で は 常 に 母 音 に 従 わ れ る の で,英 語 を 学 習 す る タ イ 語 話 者 は,徳p-1(取

spear)を!s-p一 一'(Ex・Sapir)の よ うに 発 音 しな い よ う指 導 さ れ な け髄れ ば な ら.

な い 。

§Type3a.(A)

(B)

b.〔A)

(B)

(Cl

CC-lYZ一 一一一

CC-!XZ-1一』 一

CC一 ノIYZ-1

CC一 一1「XZ一～ 曇WZ-1

CC一 一lXZ一 ～ 暑WZ一 〆

b.の 場 合 を 例 に 述 べ る と,CC-1XZ一,1は1〔A)IB)(C)い づ れ に も起 る が,

1Y/やIYZ一,/は(A)に の み 起 る 。 し た が っ て(B)IC)話 者 は 、llYZ-llを!XZ-1

で 代 用 す る 。
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呂x・a .英 語(A〉CC一/f1一!

タ ガ ロ グ 語1〔B)CC-/p1一 一'

(タ ガ ロ グ語 話 者 に と っ て の 英 語 のIH一,1)

b.英 語(A)CC-!0r一,1

タ ガ ・ グ 語(B)CC-1tr一"sr-/

タ イ 語(QCC一 一1tr一 ～ 聾srr'

(タ ガRグ 語 お よ び タ イ 語 話 者 に と っ て の 英 語 の,10rr')

b,の 場 合,タ ガ ロ グ 語 あ る い は タ イ 語 話 者 は,英 語 の 、1-er-/(Ex・three)を

ltr-Khx・tree)ン あ る い は こ れ ら の 言 語 に は 起 ら な い,1暑sr一,民E"sree)で 代

用 し な い よ5指 導 さ れ な く て は な ら な い 。

§Type4,(A)CC-/YZ-/

(B)CC-!-YX-/

`CC'
,!X,Y,',1YXlは 〔A)IIB)い づ れ に も起 る が,IA)で は/Zノ,、lYZ一!,

lYX-1な ど が 起 る の に 反 し,(B)で は 、1-YX一!が 起 る 。(B)話 者 は/YZ-/を

,1-YX-1で 代 用 す る 。

Ex・ 英 語(A〉CC一
,一ドsf-1

タ ガ ロ グ 語 〔B)CC一 ,/-sp一/

(タ ガ ロ ダ 語 言舌者rこ と っ て の 英 言吾の!sf一,1)

1f!,1sf一!は タ ガ ロ グ 語 に は 起 ら な い の で,英 語 の/sf一!が/sp!(!一sp一!

の ご と く起 る)に目 て 代 用 さ れ る(E・ ・sphere>一spear)こ と を 警 威 し な け れ ば

な ら な い 。

§Type5.(AIICCC-1XYZ-!

(B〉 〆一XYZ-/

!XYz!は(A)(B)い づ れ に も起 る が,IA)で は`CcC-P,/XYZ一/が,(Bl

で は ℃CC一'は 起 ら な い が!一xYz-!が 起 る 。(B)話 者 は!xYz一/を!一XYZ一/

で 代 用 す る 。 こ の 点,Typelと 対 照 的 で あ る 。

Lx・ 英 語(A〉CCC-/spr一/

タ ガ ロ グ 語(B)/_spr_〆

(タ ガ ・ グ 語 話 者 に と っ て の 英 語 の/spr-/)
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タガ ログ語 話者は母国語に ℃CC一'が 起 らない ので,英 語 の/spr-/の 発 音

が 困難 で,こ れ を/s-pr-/の よ うに発 音す る(Ex-spree>s-pree)の で警戒

Lな ければな らない。

§Type6.a(A〕

(B)

b,(A)

〔B)

lC)

CC-lYZ-1

/Y-Z一/

CCC-!XYZ-1

/X-Y-Z-1

!X-Y-Z一 、1

a.の 場 合 を 例 に 述 べ る と ン ℃一',1〆Y,Z,「 はIIA)(Bllい づ れ に も起 る が3(Aン

に}よ`CC一",/YZ一/カ ㍉IIB)で は`CC一'は 起 ら ず,!Y-Z一!が 起 る 。 〔1B)言盃者

は!YZ一 、1を1Y-Z一 、一一で 代 用 す るo

慨a ,芙 語(A)CC-/s亜)一!,/tr-1

日 本 語(Blls-p一,',/t-r一 〆

b.英 語(AIICCC一!spr一/

中 国 語(B),目 本 語IC)!s-P-r一 ノ

(中 国 語 ま た は 日 本 語 話 者 に と って の 英 語 の/spr一/)

a.の 場 合,日 本 語 話 者 は 英 語 の!sp-/を 〆s-p一!の よ う に 発 音(Eエ ・spear>

Sapir)し な い よ う指 導 さ れ る べ ぎ で あ る 。

§Type7.a,(A)CC-1YZ-1

(B)、 一lX-Z-1

b.(A)CC一/YZ-!

(B)1X-Z一 ～ 、V-Z一 ノ

c..(A)CC一/YZ-/

(B)/Y-X-/

a,の 場 含 を 例 に 述 べ る と,`C-P,/X,Zノ は,IA)IB)い づ れ に も起 る

が,(A)に は`CC-P,/Y,',/Yz一/が 存 在 す る 。(B)話 者 は/Yz一/を/x-z-/で

代 用 す る 。

E翼・a ,英 語(A)CC-/er-/

日 本 譜(B)/s-r一/

一54一



(日 本 語話者に と っての英語 の/Or-/)

b.英 語IA)CC-/0r-/

中 国 語(B)/sイ ～t_r_〆

(中 国譜話者に と っての英語 の/Or-/)

c.英 語(A)CC-/sf一/

日 本 語(B)/s-h-/

(日 本 語 話者に とっての英語 の/sf-1)

a.の 場 合・ 日本語にはCC・ ・!9/,,博r-1の い づれ も起 らないので ・英語 を

学習す る 臼本語話者は英語 の 、博r-/を/s-r-!の よ うに発 音(耽three>

s-ree)し な い よ う指導 されなければな らな い。

§Type8.(A)CC-1YZ-1

〔B)/W-X一,一 一

一C-P/W
,X、'はIA)(B)い づ れ に も起 るが,〔A)に は`CG-pPIY,Z、',1YZ-/

が 起 る。(B::話 者 は,1YZ-llを1W-X-/で 代 用す る。

Ex・ 英 語(AlCC一 〆H一
,一一

日 本 語(B)1h-r-!

(日 本 語話 者に とっての英語の/f1・一,り

日本語話者 は英語 の 〆fl一/を/h-r一/の よ うに発音(EK・flea〉h-rea)し

な い よ う指導 され なければ ならない。

以上の9つ の型 は,肛rangementが 外 国語 と母国語 とで 同 様な場合(Cf.

TypeO～Type4)・ 外 国語に起 るarrangementが 母 国語 には起 らない場 合

(Cf.Type5～Type8)の2つ に大別 され る。

しか も中国語,日 本語,タ ガ ・グ語,タ イ語 な どの話者 が英語 の以上 の よ5

なsequencesを 学 習 す る場合の学 習上 の負担量一 犯 され やすい代 用の件数

に より決め られ る につ ぎの よ うな4毅 階 が認 め られ る。

0・ 訂 正の必要がない場合

E耳・YZ一>YZ一(tr一>tr一)

1.訂 正 件数が1個 の場合

賦YZ一>一YZ一(sp一>一sp一)
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oアYZ一>XZ一(f1一>p1一)

2.訂 正 件数が2個 の場合

慨XYZ一>X-Y-Z一(spr一>s-P-r一)

oアYZ一>一YX一(sf一>一sp_)

3、 訂 正件 数が3個 の場合

Ex・YZ一>W-X一(H一>h-r一)

つ ぎに9つ の型がは じめ に述べた4つ の項 日にわた っては どの よ うな割合で

言語間 の相異を示 して い るかを表 に してみ ると,

Type

Type

Type

TYPe

Type

Type

a

i

2

5

6

8

3, 4

arrangement

7

similar

similar

similar

different

different

different

phoneme

similar

similar

similar

similar

similar

different

sequence

similar

similar

different

similar

different

different

position

similar

differenC

different

different

different

different

この表か ら結論 と して2つ の言語にお いてarrangementが 互 いに異な る場

合は常に学 習上 の困難が予測 され るが(Cf.Type5～Type8),arrangementが

類 似す る場合に も問題 がない とはいえない(Cf.Type1～Type4)と 考 え る こ

とが出来 る。そ して外国語に起 るsound・sequenceが 母 国語に起 らない とき・

それが完全に発音 され得 る場合(取 タイ語話者に とっての英語 の/n一/)と そ

うでない場合 とが ある。後者の場合 には,代 用が行われ,こ れはっ ぎの二っの

場合のいづれかに通ず る・すなわ ち代用 された ものが同時に外国語に も存在す

る場合(取/sp一/>,'s-p一 〆)と,外 国語 には存在 しない場合 とで ある。前者

の場合は混乱が生 じ,後 者の場合には理解を困難にす る。以一Lの よ うにそれぞ

れ の言語は特有の限 られたsomd・sequencesを 持 ってい るので,外 園語の学習

には新 ら しいsound・sequencesの 習 得 も重要 な 目標であ るとい うことが出来,

る。
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3.1.こ れ までは有効 な治療 のため の診断 とも云 うべ く,実 際 の外 国語 の発音

教授 に先 立 って,指 導上予想 され る問題,点を分析 したoし か しなが ら診断 はそ

れ がいかに精 密で あって も直 ちに治療を意味 しない。かか る診断 に加 えて実 際

の発音教 擾におけ る指導上 の技術的問題 につ いて考慮す る ことが残 され た課題

で あ る。 ここでは,間 題 を,drl11用 テ キス トの準備,お よび それ を用 いた指

導上 の手順 とい った二つの観点か ら考え てみ る。

3.2.ま ず 有 効なdri11用 テ キ.ス トとは,つ ぎの よ5な 項 日に関 し配慮 され た

もので あろ う。

3.2,1、 外 国語音の表 示

文 字か ら離 れ,音 自体を完全 に規則的 に表 わす記号 を採用 している ことが 有

効 であ る。なぜな ら音 のcontrastを 組 織的力・つ集中的に教え るに1よ,言 語 に

より差 は あるが,文 字組 織は不都 合を感 じさせ る場合が多 いか らで ある。例 え

ば文字 に よると,英 語 で同一の音が幾種かの異な った文字で表わ され るこ とは

日本人 に と つて混乱 を米 た し島い し,ま た英語に近 い系統 の言語話 者に とって

も,英 語 のあ る文字 に母国語で それ が示 す音 を連想 した りす る危険が ある。

この意昧で,音 素論的表記は音 の組織 的な教授 のための有効な手段 で あ り得

る。 しか し教 育的 目的 を含 んだ表記 は,純 粋 に音 累論的な表 記か らつ ぎのよ う
(11}

な二通 りの方 法で遠 ざか って行 くことが さらに有 効で ある。すなわ ち一一・つ は・外

国語 に存在す る区別が母国語 にな く,し か もその区別が外 国語にお いて機能負

担量(functioningload)ヵ ミ特 に少 い場 合は,こ れ を省略 す ることが 出来 る。

日本語話者 に と つての アメ リカ英 語 に お け る`barredeye'任!は 好例で あ

る。第二 は,"overwriting"を す ることであ る。例 えぱ,日 本語 話者に英語 の

`bit'と`beatPと の`b -t'間 の二 っの母音 の差 を
,量 ・質 と もに認識 させ る

⑳AA、HIU:RecentLinguisticsandtheTeachingofEnglish〔ELECBuUetin,

Vo11(1961),No,2p,13,〕

㈱Cf,A,A.H皿:IntroductiontoLinguisticS㎞ctures(1958),p,63.`一Inthe

metropolitanareaoftheAtlanticcoast,willies卜asin`1've琶otthewinies',ig

/wiliyz/,cont7asti-gwithWillyPs/wiliyz/,"
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た め の 手 段 と して,bit/blt/,beat!biyt/の ご と くoverwriUngを す る こ と

くユの

が望 まれ る。

この よ うに聴 覚訓練 に組織化 され た記号 を用い ることは視覚上の補助を与え

られ ることにな り,そ の効果 は倍 加 され る。Audio・LingualApproachに ょ る

外国語テキス トが入 門の一定期 間を文 字を用いずにかか る記号を使 って学習 さ
(14〕

せ るよ う試みてい るのは意義 あ ることと云え るD

3,2,2.Dri11用 材 料 の分類 と配 列

現実の発話では,そ れぞれの音はspeechの 流 れのなかに発見 され る もので

あ るか ら,発 音の学稠は,個 々の音を孤立的に習得す る ことに あ る の で は な

く,こ れ らをspeechの 流 れのなかで識別,あ るいは生産す る能力 を習得す る
ぐ　の

ことに ある と云え る。 そ して この よ うな学 習 ば,同 時 にintonationな どの

pattemの 習 得を も含む ことにな る。その意味で,dri1Rこ は音声構造 のすべ て

の分野が対象 とされ る筈で ある。 ここで英語 を例 に発音技能 の全域 に わ た る

drm用 材 料の分類 と配列(単 純 な ものか ら複 雑な ものの順に)の 一例 を試み て

みたい。(別 表 を参照)

5.2.3.Drm用 項 目の選択

Dri!1用 項 目につ い て は,対 象 とす る外国語 と学生 の母 国語 との対照 に聴 づ

いて,学 生に とって より多 くの困難 が予想 され るものを強調す るな ど して,選

択が行われ ることが必要で ある。例 えば英語 のconsonantcluster/sp一/の
(16)

drillは 日本人学生 に とっては比較 的重要で あ る・ またスペイ ン人学 生に とっ

　　わ

て も別 の意味 で重要 な項 日とな る。 さらにtonelanguageを 母 国語 とす る学

⑬A.A.Hi1L:RecentLinguistics&theTeachingofEnglish〔ELECBulletin

Vo1.1(1961),No、2PP.13、 〕

㈱E.F.Haden:FrenchWorkbook,oraldri1L(TheUniv、ofTexasμUniversity目

Co-op,)は そ の 一 例o

㈲Cf.C.C.Fries:TeachingandLeamingEnglishasaForeignLangUage(1945),

p.20,な お,か か る 方 法 の 効 果 に っ い て はCf,A,A,HiU=LanguageAnalysisand

LanguageTeaching〔MLJ.Vo且.XL(1956),pp.335-345〕

⑯Gf.〔2.4、 〕 §Type6.

⑳Cf.R、Lado:LinguisticsacrossCu正tures(1957),p.48.
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(18〉

生がintonationIanguageを 学 習す る よ うな場・含には,pitchの 新 しい分布

形式 のdriliは 余 計に行われて よい。

3.5、 つ ぎに指導上 の手順 につ いて,箇 単 にその孟要な ものを概観 してみ る。

5.5.1.音 のRecognitionのDri11.

言語 の習得 にばspeakerで あ る以前にhearerで あ ることが要 求 され る。

聴 くことな しに音 の習得はあ り得ない。そ こで音の習得のためのdri11は,ま

ず最初 に音 のphonemicdi娩renceのrecognitionに 関 す るものであ ること

が望 まれ る。 このためにはnativespeakerに よ り提供 され る良いmodelが

必 要で あ り,し たが つて教 師がnativespeakerで な い場合は,1・1等 の能力が

あると認 められ る場 合で もnativespeakerに よ っ て 吹 込 まれ た レコー ド,

テ ープな どを併用す る方が無難で あ ると云貞.る 。

3.5.2.音 のProductionのDriIL

Recognitionのdrmに 続 いてはアmode1の 再 生産か らな るproductionの

drill力 二必・要 で・あ るo

この段階 では,学 生 に調音上 の要点 を説 明す る ことも有効 な場合が多 い。 こ

れは学生 に予 じめ音声学 の知識 が備わ っている ことが前提 となるが,音 声学 の

訓練 を受け た学生 は,外 国語 の音 を分折 。記述 し,同 時 に これ に基づ いて 自ら

もその音 を発音す る能 力を備えてい ることに な る の で・hit・or-missmethod

(19〉
で外 国語 音に接す るもの より遙 かに優位 にある と考 えられ る。

さらに調音上 の指導 は・学生 の母 国語 における習慣 と関連 した もので ある こ
(20)

とが 有効で あるoこ の点に関 しH.A.Gleasonの 言 葉 は注 目され るQ

" The

those of

sounds."

phonologic problems in

learning new uses for

learning a

old sounds

second

rather

language are largely

than learning new

(外国語を学ぶに際して,音 韻論的間題は殆んど新 しい音を学ぶことよりも

a~

p9

Cf.

CF.

H.A

Ibid., p. 45-47.

B. Block & G. L. Trager : Outline of Linguistic Analysis (1942), p. 10.

. Gleason : An Introduction to Descriptive Linguistics. Revised Ed. (1961) p, 346.
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むしろ既に習得した音の新 しい用法を学ぶ ことである。)
ロじ

そ して彼は このよ うな理 由か ら,つ ぎの よ うな指導法 を示唆 してい る。

"The problem may be stated as

speech patterns into allophones, and

new units, perhaps adding a few in

that of diassembling the students'

of reassembling the allophones into

the process."

(問 題 は学 生のspeechpaしternをallophonesに 分 解 し,こ れ らのallophones

を再 集 あるいは同時 に多少付け加 えた りして・新 しい単位 を作 る 二とで あると

云 うことが出来 る。)

この方法を,互 いに対 立す る丹国語 の二つ の音素 、'X、1,1Y、'に 対 し,そ の

中間 に位す る外国語の1Zlを 学 ぶ場合 に適応 してみ る。 各膏素には一定 のわ

く(rangeofvariatiDn)が あ1),仮 に その平均値(meallvaiue)を 想 定す る

と・各音素はそれぞれ の平均 値に よ り近 く2ま た他の音素の平均値か らは よ り
(22)

遠 い存在 であ る。 したが って,一〆Xノ,〆Y/の 分 布はつ ぎの図の ごと く示 され る。

MEAN VALUF of/x/ MEAN VALUE OF~y~

この図は,か か るわ く内に起 るすべ ての音 は,い ずれ の音 素の平均値 に近 い

かに よ り,該 当す る音素のvariantと 見 倣 され る ことを示 してい る。 この図 で

さらに外 国語の/Z/の 分 布を餅せ て示す と,つ ぎのご とくなる。

i

MEAN VALUE OF~X/ MEAN VALUE OF/Z/ MEAN VALUE OF/Y/

この図は,外 国語 の,'Z/が 新Lい 音 として確立 され る ま で は,/×/ま た

~u H. A. Gleason ; op. cit., p. 347.

Ibid., p. 354.
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は/Y〆 の部分 と重な つた部合 は容 易に聴取 され,こ れ ら いづれ かの音素 の

varian亡 と受取 られが ちで あることを示 す ものである。 これ は丁度,赤 色 と白

色の紙を分類す る機械に対 し,急 に ピンク色の舐が与え られた易合,機 械 自体 の

機構が変 るまでは,ピ ン ク色 の紙は赤 または白色の紙 と して分類 され て しま う
て　の

だ ろ うことに難似 している。そ こで1Z、'の 学習には,母 国語 におけ る分類 の習

慣 を変え ることが必i要で あ り,Gleasonの 言 葉を用いれば,!X〆 ま たは!Y!

の い づれかをallophonesに 分 解 し,1Z/のallophonesと 重 複す るallophones

を 土 台 と して,こ れ に/Zlの み に.見出され る新 しい 音声的特徴 を加えなが

ら,音 声領 域を!Z1の それへ と近づ け ることで ある。 具体的な例は,日 本語話

者が英語を学ぶ場合の下の図に示す ごとき日本語 の 〆e1,1a1と 英 語の 脚1と
ぐ　ラ

の関係 であ る。、融!の 学 習は,1e、 一'を分解 して舌の位 置が よ り後方で 口の開 き

1

1
1
1

1
1

1

材崩材図ムρどo旋/加 飼〃朔二振0晦/〃 属嗣 吻ω50F/d/

が よ り大 きなallophone(ま た は/a/を 分 解 して舌の位置が よ り前方で 口の開

きが よ り狭 まったallophone)を 土 台 と して,こ れに 、!記1の新 しい特徴,す な

わち舌の位置のfron亡nessと 口 の開 ぎのopennessを 追加 しなが ら 〆融1に 近
くおラ

づ く こ と で あ る 。

以 上 の よ うに,音 のproducしionのdrmに お い て は,利 用 す べ き 学 生 の 母

国 語 の 習 慣 お よ び 指 導 上 の 道 具 と して の 音 声 学 の 知 識 が 要 求 さ れ る 。 な お 注 意

す べ き こ と はproductlonのdri11は,recognitionのdril1を 経 て は じ め て

㈲R,L.Polltzer=OP.cit.,P.21.

㈲EF.Haden;PhoneticsinTeachingaForeignLanguage〔ELECPublicadons,

VD1・III(1959)・pp・28-29.〕

㈲ 日本 の 一 方 言 で は,〔 ㌍〕が 起 るの で これ を利 用 す る こ とが 出 来 る。 しか しこ の 〔肥 〕

は 常 に 〔i〕,〔e〕 の 前 に の み 起 る の に反 し,標 準 英 語 で はか か る環 境 に は起 らな い の

で,か か る方 言 言舌者 は 英 譜 の ノ肥/確 立 ま で に は や は り新 しい 註rII練が 必 要 で あ るo
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可能な ものではあ るが,pro〔1uctionの 技 能の発達が逆にrecognitionの 技 能
(26)

の発 達を促がす とい うことで ある。 したが ってこの二つ のdrmは 原理 的には

互いに独立 した ものであ るが,併 行DoubleCorderの 利 用はその一例

す ることの意義 も認め られ る。

3.3.3.テ ス ト

Drillと と4}に 学 生 の学習効果 の測定 も指導技術の一部で ある。 ここ で は こ

の分野の権 威R.Ladoのrecognitionの テ ス トとその実施方法を簡単にた ど

(27)

ってみ る。彼は,例 えば 目本人学生の1f1と/h/の 有 意的対立 の聴 取能 力を

テス トす るために・以下に掲 げ るごとぎminimalpairを な す三個の短文 を朗

読 し,用 意 された解答用紙にその異同をチ ェックさせ る方法を と つてい る。

問 題:①Shewasahairymaiden,

②Shewasafairymaiden.

③Shewasahairymaiden.

解 答 欄:〔0-1-2-3〕

解 答の仕方 は,等 しい文 の番 号をチ ェ ックす ることで,三 者 とも異な る場 合に

は 〔0〕 をチ エックす るのであ る。

5,3・4,Substitutionの 矯 正

発音の教援に当 り矯正 しに くい学生のmispronunciationは,す でに2.3.

お よび2,4,に 示 した よ5な 関係のために学生の外国語の発音が母国語の発音

で代用 され る場合で あるΩ このsubstitutionに は,原 理的 にphonemicな も

の(Ex一 英 語 の10/が 日本語のIS/で 代 用 され る)とnon・phonemicな も

の(E況 ・英語 のPostvocahc〔1〕 が スペイ ソ語のclear〔1〕 で代用 され る)

とがあ る。 これに言語活動 には常にspeakerとhearerと が存 在 し,同 時に

その各 々がproduction(speakerと して)お よびrecognition(hearerと し

て)に たづ さわ ることを考慮 して,substitutionの ま き起す結果を分類す る

とつ ぎの表 の よ うに示 され る。 な お これ は,筆 者 がPratorのManualof

鱒Cf、C、C.Fries:OP,cit,,P.8,

⑳R・Lado:TestofAura星Percept孟oninEnglishforJapaneseStudents(1950)・
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Ameriean English Pronunciation (1957; におけ》る調査報告(pp.xi～xiv)に

基 ず き,そ れを表 に移 し直 した ものにす ぎない。

A P

as a speaker

ahonemk

Noe-phoeemic

SubstiNtion

as a hearer

as u hearer

~a ~
e~'t

~>
fad to ua e

state

undr~sb^d mn.9h Gnbat

o de ~p.dus o speaker

こ の 図 は,例 え ば,A⊂speakerと して の)がphonemicsubstitutionを

犯 す と,B(hearerと して の)はAを 埋 解 しえ な い(failtounderstand)場 合

と,colltextか ら 」里解 す る(understalldthroughcontext)場 合 とが あ る と

い う関 係 を 示 して い る 。

こ の よ うにPratorは,phonemicsubstitutionこ そ 理 解 を 妨 げ る4)の で あ

る とい う通 念 力～・一面 の 事 実 で しカ・な い こ とを 報 告 し'て い イ)◎ 彼}まphonemic

substitutionはc〔mtextか ら 理 解 さ れ る こ と が 多 い こ と ア お よ び ・ か か る

sロbstitutionは 入 門 者 に は 発 見 さ れ る が,あ る 程 度 訓 練 を 受 け た もの に は 少 な

(2呂)

い ことを統計的 に指摘 している。そ してnon・phonemicsubstitutionこ そ 理

解に支障を来た さない こと もあ る反面,埋 解不可,さ ら に は誤解 を もま き起

(29〕

す の で,学 生 が 完 全 に 征 服 しに くい 厄 介 な 現 象 で あ る と 警 告 して い る 。 例 え ば

ス ペ イ ン 語 話 者 が 英 語 の`post・vocalicrを`clearrで 代 用 して い る場 合 な

ど は ・semanticconfusionを 生 じ な い で 済 む が,イ タ リア 語 話 者 が 英 語 の

`finalstops'に /下適 当 ン歪releaseやaspirationを 方口え る と き1よ,英 語 話 者

に 理 解 され,に くい 。

~s

C. H.

Ibid.,

Prator,

p. xiii.

Jr. Manual of American English Yronunciation(1957), pp. xii~..ziii
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なおsubstitutionの 原 因は複雑を極めてい る。複雑 さは言語 ごとに音素が

phonemicな 段 階 で よりもnon・phonemic(二allophonic)な 段 階におい て差
(30)

果 して い る場 合 が 多 い こ と に 起 因 し て い る よ うに 考 え ら れ る 。Pratorは,あ

る ア メ リ カ 人 が フ ィ リ ピ ン人 の 発 音 した 地 名PoloをBoloと 解 した こ と を 報

じ ・ タ ガ ロ グ語,英 語 と も に ゆ 、1・1b1は 独 立 した 音 素 で あ る に も拘 らず ・ タ

ガ ロ グ 語 の 語 頭 の 〔p〕 は`unaspirated,unvoiced'で あ る の に 反 し,英 語 の

語 頭 の 〔p〕 は`stronglyaspirated,ullvGiced'で あ り,音 声 学 的 に 異 り,

こ の た め 英 語 の!b1(unaspirated,voiced)に よ り近 い と認 識 した た め と解 釈

(31)

して い る。

この よ うなsubstitutionの うち埋解 を全 く不 ゴ∫能 にす る恐れ のない ものに

つ いては フ外 国語学習 の 目標 をまず意志疏通に置 こうとす る立場 からは これ な

是認す る ことも可能 で あ る が,教 育上 の終局 の 目標は可能 なすべ てのsub-

stitutionを な くす ることであ る筈 であ る。 このためには2.3・ に て紹介 した

Mouitonの 示 唆す る よ うなdri11方 法 が期待 され る。

4.以 上外国語教援 におけ る く(発音 ン〉 につい てい くつかの問題、点を応用言語

学 の立場か らphonemicsとphoneticsと の.rっ の科学を主要な支え と して

論 じて来た。そ してphonemicsは 主 と して教 育計画の面において,phonetics

は 主 として実際の指導面にお いて重要 な補助手段 とな ることを理解 した。 この

意味で,母 国語の支配か ら離れに くい成人学生を対象 とLた ウ,あ るいは最初

か ら無駄 のない教育を望むには,言 語学 的理論のすべての知識が必要 とは云わ

ない まで も,そ の成果を充 分に利 用す る能 力が要 求 され ると考 え ることが出来

る。(語 学教育研究室助手)

鱒Cf、 〔2・3,〕

¢DCH,Prator,JL=oP.cit・,P・xiii・
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«Pronunciations> in FL Teaching: A Linguistic

Approach (Summary)

- The author, introducing " Pronunciation " in FL Teaching into the

field of Applied Linguistics, utilized a comparison between the phonemic

systems of both the native and the foreign languages. It is pointed

out here that phonemic comparison easily attainable through comparing

two phonemic charts is not enough, for the contact of two sound systems

is often better described as being phonetic or allophonic, as R. Lado,

W. G. Moulton, Y. Shen, etc. remark. For example a comparison of the

phonemic charts of English and Spanish will show that there is a pho-
neme /m/ in both languages, and Spanish speakers, when learning

English, seem to have no trouble at all in pronouncing English (m). It

is the case when they pronounce it in initial position, but in final

position (m] is often substituted with [n]. Thus" Did you see the
hem" will be pronounced as "Did you see the hen". The reason is that

there is no final (m) in Spanish, (nJ occurring consequently instead in

that position.

In the first half of the present paper are introduced the theories

by the adove-mentioned scholars, and their validity is discussed. The

author thinks that R. Lado's contribution lies in the accuracy of proce-

dure in comparing two sound systems, while W. (*. Moulton's or Y.

Shen's lies in their presentation of the various types of contact on a

more practical level.

But the knowledge of the contact of two sound systems as a neces-

sary step to the effective teaching of FL pronunciation, no matter how

extensive and profound, provides no guarantee for competence in teach-

ing pronunciation, without a useful technique of teaching.

This is the problem in the second half of the present paper. The

author pursues it in two ways. First, he proposes to prepare such a

textbook For drills as will be based on a comparison of two sound sys-

tems involved, and gives some examples in the English language in
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presenting materials for use in drills, classifying in tables the main

points to be drilled on (see (322.]). However drills on sequences of
sounns rather than individual sounds, and those on stress or pitch on

a phonotactic or morphemic level rather than on a phonemic level are

considered of more importance, especially in the acquisition of natural-

ness in FL. Second, various techniques are discussed according to the

procedure in which Recognition llrill, Production Drill, Test etc. will

possibly take place. In Production Drill it is recommended that since

learning FL pronunciation is, as H. A. C*leason pointed out (op. cit, p.

346), largely learning new uses fur old sounds rather than learning

new sounds, we should find out au allophone in the native language

which happens to be more similar to the target sound and modify it,

adding a few characteristics until a new sound unit is acquired. In the

final stage the author calls special attention to non-phonemic substitu-

tion as being more dangerous than phonemic substitution. For, as is

pointed out, iC often causes misunderstanding, even though in many

other cases it has the virtue that it causes no semantic confusion. On

the other hand, phonemic substitution causes an entire unintelligibility

which is far from being harmless in the sense that it nevzr gives rise

to misunderstanding but may even help understanding through context,

preventing misunderstanding.
As a conclusion the author says that both phonemics and phonetics

are necessary for the effective teaching of FL pronunciation: phonemics

as a base, phonetics as a tool for competence in teaching.

Shigeaki $ugeta
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